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製品銑中 の珪素量の計画的導入 を 行 う 事 も 考 え 得 る と 思 う 。 本文に於て は 躍の構成形歌 ， 操業方
法 ， 撞内反躍等の詳細 を 凡で省略 した。
尚斯 る 小実験で は るったが ， 測定や試料採取等 に 便宜 を輿 え て頂いた 喜多喜鋳造所 ， 並 1'[分析
を 担 当 して頂 い たヱ業試験所の各位に対 して感謝の意 を 表 し度 い 。
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車葉画数 の 係数問題 に つ い て
山
口 間 夫
1 . Bieberbach1) が単位円 内 に於 い てlE則単葉な る 函数
l(z) = z 十 α2Z2 十 αSZ3 + . … ・ ・ + α"Z
" + ・… -
の係数 に は l α伺 1 ，，;;;況 な る 限界が 存在す る で あ ろ う と の 予想 を 発表 し て 以来 ， 係数問題 は画数論
1'[於 け る 重大課題 と なって い る 。 今
lk(z) = z + α1 (k ) Zk十1 + α2 (k) Z2k十1 + … … (k = l ， 2 ，  3 ， … ・ ・ ・ 〉
を \ z l く 1 に於 い て五期草葉な る函数 と する と き ， k = l ÎJ. る 場合は
j α1 (1) 1 ，，;;;2 ， i α2 (1) 1 ，，;;;3 
ま で証明せ ら れ ， 一般項に対 して は Littlewood2) に依 り
| α" (1) [ < e(侃 + 1 ) ， (n = 3 ， 4 ， … … ) 
友 る と と か証明せ ら れ て い る 。 k = 2 な る 場合に対 して は Levinめ に 依 り
i α" (2) \ く 3 . 39 . . . . . .
な る 事が証明せ ら れ ℃ い る が ， 更 に k-;，.3 な る 場合に於 け る 仇 仰 の限界に就いて は未だ満足す
べ き 結果 は得 ら れて い 危 い。
2 . 先歩、 仇 (3) 白数値的限界 を 求め る 。 今 z = re坤 ， 0<ごTく 1 と すると き
補助定理 1 . 4すfM l f刈 λ 似 fm ザÀ dt ， À > O  
1 f・2官
補助定理 2 ・ 会 1
- - 1  k'(Z) [2 dヂ< e-1rべ1 ーの-l(l _ r �k )寸
を 用 い てきたの定理が得 られ る と と を証明す る 。
定理 ， . lk(z) = z+ α1 仰 計十1+ α2 C") Z2k十1 + … ・ ・ ・
を r z l く 1 に於 い てE則草葉であ る と すれば k =.3 に対 し て は
く3n + 1) il- J α". (3) f く 42・ 3ー を . è = 15 . 23… …  
証明 . 対称函数の性質 よ り
fa(z) =fs z (z i「)
車繋函数の係数問題について
fdz〕 = z÷-1fs a t -勺十) .f31勺 :〕
に して ， 且つ Cauchy の係薮表示式に よ り
1 _  1 ! f3'(Z) _J (3叶 l)a" (3) 一 五rf
l Z 97
可了d
であ る 。 従っ て くz = re i lp)
f 1 1"'2冊、，( 1 )  (拘 + 1)2 / α，， (3) 1 2 �r-6" i 会 I Ifω [ dげ
= r-6n - 2寸法f l h z (z÷〕l Z 4 1fdJw}
2
Schwarz の不等式 を遁用 すれば
�r-6"-2++{去fh jfa z oち i … d(/!} {去f27fsJ(ゐ \ 2dS?} 
と 怠 る 。 叉 fk(Z7C) =f1k(の な る 関係 を 用 いれば ， 右辺第一括弧内 は
('2π !... ， ， ." ， " .' 1 ('2π 
2� J [1:山T)) 2 (
1 -1) dψ = 2Ln J f l(Z3) J 2
( l ーの /吋ヂ









I f  1 (2伺}( 2 )  (加 1)2 J αJ仰 ♂日十2 / 1 i ;n J 




と な る 。 弐に補助定理 1 に依 り
去J2符 附ei ") 1 2 ( 1 -1) 町。ユ子2__JY3t- ( 1 川町一円 -1) 13 1 dt 
今 旬 = t2 ( 1 -1) {3 1 な る 置換 を施せl:f
= fB
- I11 -d z iz … )-4 山" 1吋匂
l>4 と すれ ば
Î1，.2 ( Z "':'1) I l  /-( "' _11 " 1 "1. 1 02 1 ..， 3l ( 3 ) く J (1 -u〕4 E Z 引吋uく下戸山 内 小 Z 刊 /3 1
叉補助定理 2 に依 り
27 
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( 4 ) 去 .r何 ifAfρ) / 2 dlþく「17 - L(1 -rfy1 (1 -7 2 円
(2) (3) (4) 式 よ り
3l よ(3n+ 1)2 / aO' (3) r 2く す二4(;-11"-制ー叶 z (l -r喧 ( 1 -1) 1 1 )_ ( 1 十4) /3 1 
x (l -r十)-l(l -r� )-4 /3 1 
然 る に (l -rT)-lく l(l ーの-1 た る に よ り
312 "- � ， � く 一一一，-e-1r-6ι叶T(1 - r2 ( 1 り / 1 ) - ( 1 十勾 (3 1(1 ー の-1(1 _r� )-4 (3 1l-4 
特に l = 8 と 置 け ば
(3n + 1 )2 / α0' (3) / 2 く 3 ・ 42 ・e-1 ・ rι叶 (1 -1"子rto -r〕-1(1 -rz rt
く 3 ・42 ・e-1 ' r- 6純 一 2+i (1 ーの一1L(1 ー の-1(1 ー の 一 ;「
= 3 ・42・ e-1 ' r- 6n-2十i (1 - r)一4-
今特に 1" = 1 一 一]ーー と 置 く と と に よ り3n+ 1  
f 1 、 -60'- 2十i 4 (3n + 1)2 J a，， (3) } 2 く 3 . 42 ・ e-1l 1 一 志一訂 ) (3叶 1戸
自P ち
/ 1 \ - 6" - 2十音(3叶 1)号 | α0' (3) J 2 く 3 . 42 ・ eo:-1( 1 - 3立τ)
ヲたに 3n+ 1 = m:;;，，4 と 置 け ば
宅官十問句九輔、、，a，J1一m11 
/ttk 一一
唱みuo十na mm oo 、、l/一-L叶一 品fi 
f121 
に し て
(1 - jz)ーに (号Lrm = (まずる= (1 +dy-1(1 叶了)
(1 + try-1 は単調増加函数 に し て ， 且つ m→ ∞ な る と き の極限値は t な る 故
(1 ー去)ー聞 く十
叉 (1 - 去)k は m の増加函数 に し て極限 は 1 た る 故
(1 ー去)し 1
(1ー ヰ1)一故1'1:
従って (3叫〉号 [_a"， (3) . 1 2 <3  ， 42・ e . (すy
�p ち (3n + 1)き j α0' (3) I く 42・ 3- ! . e! = 15 ・ 23… …
3 . α" 仰 の限界につ い て も ， 定理 1 と ほ ど 同様の方法に よ って弐の定理が証明せ ら れ る 。
定理 2. (4川内I似知+ 1)} 叩n C4〉 J 44 eE
思葉極i数の係数問題について
証明 は賂ナ る 。 以上の証明 を 行 う 際IL.�えの定理 を 得た こ と を 附記 して置 し
定理 3 . 0くr<l， m +nく2 ， n > l なも は、
r tーベ1 - 0- " dtく tI(1 一 宮 ) _n叶
4.  �た に 星型写像函数の定理に就いて述べ る 。
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W平面上 (1.:. ]真一閉 曲線 C で 固 ま れた領域 D が あ る と き ， WoED か ら 出 る 凡て のさド直観が C と
丁度唯一点 を 共有す る な ら ば ， �p ち C の各点が Wo か 色 望見出 来 る と き ， C 及び、 D を 夫 々 点 、，yQ
iこ 関 して星最 た る 曲鯨及び領域で あ る と 云い ， 原点 に 関 し て星欺 た る 領域 を 像領域 と して有す る
凡ての函数の集合 を 星型写像函数族 と 名付 け る 。
補助定理 1 . 5) r z J く 1 に於い て正郎主函数 F(z) ， F(z)ヰ 0 ， F(O) = O ，  F'(O) = 1 が星型写像
函数挨に属ナ る 掃 の 必要 且充分な僚件は
F'(z) z -w':;;( -> 0 ， ( ] z 1 く 1 )F(z) 
補助定理 2 . 6) r z ] く 1 11.:.於 い て五則 及函数 j(z) 口 Z
。
αJ が Rj (z)討 を 満 足 ナ る ゑ ら ば ，
1 α" j  �2Rα0 ' (n = l ，  2 ， … … 〕
以上の補助定理 を 用 い て弐の定理 を 証明す る 。
定理 4 . F(z) が皐葉星型函数族に属す る な ら ば
F(z) ∞ log �一 = .2 b"z" ， (f z J く 1)治 倫 ロ 1
と ナ る と き ， 等号の成立す る 場合 を も 含め て
l bn 1 43 
証明 F(z) ∞ log ←ーご一 = .2 b"z怖 い く 1)� n=l  
の両辺 を微分すれば
従っ て
F'(z) - F(z〉 ∞= .2 況丸zF(z) -:::' 1 
F'(z) ∞  一一一一一 = 1 + .2  nb"z F(z) - � ' '''':: 1 
補助定理 1 に よ り Rz �主主? >0 な る を 以ってF(z) 
R(l + .2  nb"，グ ) >0
補助定理 2 を 用 い て
印 ち
I nι I  �2 
1 bn 1 44 
特に F(z) = 一一一三一τ (] ε ] = 1) に対 し て はい l-- e:zノ
FO) - 10 1 ぺ ( 一 ε)偽 nlog-=一一一 = I()ct一一一一ーす = 2 2; 一一一一 z 己 、l + e:zノ "=1 n 
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故に j bn 1 z fL 
と なっ て此の場合は等号が成立ナ る 。
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星型正多 角 形 の 潟像函数 に つ い て
山
口 闘 夫
1 .  先十W2f面内 に 於 け る 辺数 況 な る 多角 形 を 宇平面1'1: 写像ナ る 函数 を 求 め る 13 0 今多角形の
内 角 を α1π1 αzπ ， … … ， α♂ と ナれ ば }; av = η- 2 た る 関係が存在す る 。 若 し αm く 1(m = 1 ， 2 ，
・ ・ ・ ， 川 左 ち ば多角形 は Conve玄 で あ る 。 或 る αν は 1 よ り 大で、 あ っ て も よ いが ， 決 して 自 分 自
身 を横切 ら な い も の と ナ る 。 多角形の頂点 a1 ， α2 ， . . . ・ a ・ ， α" が z' 平面上白 実軸上の点 b1 ， b2 ，  
， b" に夫々 対)Jt; ナ る も の と ナ る 。 〆 が点 る1 ， b2 ， … … 主 除 〈 実軸上に あ る 限 り 、V は多角形
D同一辺上に まう る 故 ， z' 曲 掠 と 、V 曲 線 と の聞の角 は不変で、 あ る 。
却 ち αm (dWjdz') は 一定で る る O 若 し
d、vä�， = C(z' - bl)(J.l - l (z' - b2)均一 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … - (z' - b")(J.，，一 1
な ら ば dWjdど は確に此の性質 を有ナ る 。 z' が点 b1 の周 り を 小 円 を 画 き 乍 ら 通過す る 場合は ，
αm(z'� b1) は π か ら O え減少 し ， 他の項の偏角 は元のfo主 え 戻 る 故 αm(dWjdz') は π(α1-り
だ け減少ナ る 。 従ってW曲棋は正の方 向 に π(1-α1) だ け 回碍す る と と に な る 。 此れ は 多角形の
内角 πα1 に対臆ナ る わ け でる る 。 従って求む る 函数 は
( 1 )  wz〈(t引ーいい-1 . . . . . . . . . . . . (t-b"')(J.n- 1 .pt
と な る 。
2 .  弐 1'1: 多角形の 内部 を 皐位円 I z J く 1 え 写像 す る 函数 を定め る 23 0 之 は 多角形 を 〆 上牛面 え
写像す る 函数 と ， z' 上字面 を z 円 内 え 写像す る 函数 を組合わ せ て得 ら れ る 。 然 る に 一般に宇平面
を z 円 内 え 写像す る 函数 はー弐函数で あ る c 従って (1) 式に
h竺fぜ ω-[3件。)rz 十 ð
を施せば
